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1．はじめに 

グリーンオープンアクセスにおいて，著作権を握りしめ

ている商業出版社がリポジトリでの公開を許可しているの

は ， 学 術 雑 誌 論 文 の 著 者 最 終 稿 （ peer-reviewed 
manuscript）であることが多い。結果，世の中（ウェブ）

に出版社版と著者最終稿というふたつの版が公開され，出

版社が苦しんでいるようだ。それだけなら良いのだが（良

いのか？），引いては著者である研究者自身の不利益につな

がることもありうる。 

2．版の乱立による問題 

ひとつにはアクセス統計の問題がある。同じ論文の複数

の版に対して読者のアクセスが分散し，その論文に対する

「真の」需要が見えづらくなる。科学技術振興機構（JST）
や千葉大学附属図書館が契約中の CHORUS1)，あるいは

Elsevier とフロリダ大学等のパイロットプロジェクト 2)で

は，著者最終稿（正確には「publicly available version」
と呼ばれる版）を機関リポジトリではなく出版社のサイト

で公開する。そのメリットとして，アクセス数が分散せず

著者の利益に適うという点が挙げられている。 
また，引用の問題もある。出版社版以外の版が引用され

ることで実質的に被引用数が目減りすることもありうる。

先日も，プレプリントが被引用数やインパクトファクター

に与える影響を危惧する記事がブログ「 Scholarly 
Kitchen」に掲載されていた 3)。出版社と著者の双方にとっ

て無視できない問題だろう。 
オープンアクセスの推進は著者である研究者のためでも

あり，彼らの不利益はもちろん私達リポジトリコミュニ

ティにとっても本意ではない。 

3．メタデータで異版を記述する 

通常，著者最終稿は出版社版より後に公開される。従っ

て，リポジトリのメタデータで著者最終稿→出版社版とい

うリンク付けが可能である（出版社もリポジトリ公開を認

める代わりにそう要求してくる）。 
ただ，近年話題のプレプリントは出版に先立って公開さ

れるため，同じようにはいかない。とはいえ，世界的な研

究活動の加速を踏まえると，プレプリントの引用を禁止す

るわけにもいかないだろう。筆者が数学を専攻していた学

生時代（15 年前）でも，arXiv に掲載されたプレプリント

を大量に引用したプレプリントが arXiv にポストされると

いう例は珍しくもなかった。今後は，出版社版という“完

成品”ではなく，プレプリントという“初版”を中心に据

えてシステムを設計していく必要があるのかもしれない。

その意味で，Crossref がプレプリントへの DOI 付与を解

禁したのは慧眼だったと言えよう 4)。 
メタデータ管理という観点からは，あらゆる版に識別子

（ID）を付与し，異版同士の関係性（relation）をきちんと

記述しておけば良いと言える。例えば，機関リポジトリで

公開する著者最終稿にも DOI を付与し，そのメタデータに

は出版社版の DOI を記述するといったふうに 5)。筆者も策

定に関わった，日本の機関リポジトリのメタデータ標準

junii2 の後継規格 JPCOAR スキーマでは，jpcoar:relation
という要素で関係性を厳密に記述できるようになっている6)。 

版の記述方法を世界的に標準化する必要もあるだろう。

雑誌論文に関しては米国情報標準化機構（NISO）の推奨

事項「Journal Article Versions」（NISO-RP-8-2008）が

ある。英国のメタデータスキーマ RIOXX 2.07)で使用され

ているほか，欧州の OpenAIRE のガイドラインのバージョ

ン 48)でも採用が検討されている。オープンアクセスリポジ

トリ連合（COAR）が策定を進めている統制語彙 Version 
Types Vocabulary9)にも注目が必要である。 

4．機械的に異版を関連づける？ 

もっとも，こうした異版管理を人手で行うのは実際には

なかなか大変である。何かうまい方法はないだろうか？ 
2018 年 5 月に，NISO が策定中の推奨事項「Manuscript 

Exchange Common Approach (MECA)」について発表を

行った 10)11)。 
ある出版社のジャーナルに投稿した論文が査読でリジェ

クトされた場合，そのまま同じ出版社の別のジャーナルに

まわされることがある。いわゆるカスケード査読である。

これは同一出版社内の話だが，異なる出版社間でも同じこ
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とができるように共通のプロトコルを定めるというのが

“Manuscript transfers across boundaries”を謳う MECA
のアイディアである。これによって，著者を苦しめる論文

再投稿の負担を軽減するとともに，再査読の無駄をなくす

ことで年間 1500 万時間を要する 12)査読システムを効率化

することができるという。 
MECA の仕様案 13) によると「必要なファイル

（Manifest.xml，Transfer.xml，Article.xml（JATS 準拠），

PeerReview.xml 等）を ZIP ファイルに圧縮し，FTP/SFTP
で転送する（今後は RESTful API や SWORD への移行も

検討）」という内容である。各 XML ファイルの記述方法（語

彙）の策定が肝であろう。査読に関する情報も転送対象に

なっているが，著者自身が必ずしも希望するとは限らない

ため必須にはなっていない。 
MECA の主眼はジャーナルからジャーナルへの転送に

あるが，そのレンジは広い。現在は，オープンアクセス

ジャーナル PLOS とプレプリントサーバ bioRxiv の相互連

携 14)15)，論文執筆ツール Overleaf からジャーナルへの投

稿 16)，オンライン投稿査読システム Editorial Manager で
のジャーナル間転送 17)といった連携が各々独自の方法で

行われている。MECA によってこれらの実装を共通化する

ことができ，連携が進んでいく可能性がある。 
最も筆者の関心を惹いたのは，ジャーナル／出版社を超

えて原稿を扱うためにそれらに依存しないニュートラルな

「原稿 ID」が必要になるという点である。DOI は prefix に

出版社の情報が含まれるため，UUID（Universally Unique 
Identifier）が検討されているようだ 18)。 

MECA によって，論文執筆ツール→ジャーナル投稿→プ

レプリントサーバでの先行公開／著者最終稿のリポジトリ

公開（あるいはプレプリントサーバへの追加）といったワー

クフローがスムーズに流れるようになれば，さらにはそれ

ぞれの版の関連付けが「原稿 ID」を中心として機械的にな

されるようになれば，第 2 節で述べた問題点がスマートに

解消されるのではないかと妄想が膨らむ。 
なお，筆者は当初 MECA を SWORD プロトコルの後継

と早とちりしたのだが，実際には両者は補完的な関係で，

MECA のなかで SWORD を活用する予定があるというこ

とである。COAR の次世代リポジトリ構想では SWORD
が要素技術のひとつとして挙げられているが 19)，MECA
の活用も視野に入ってくるのではないだろうか。 

5．おわりに 

以上，「異版」という存在をめぐって思いつくままに書き

連ねてきた。こんな面倒なことをしなくても，ある情報が

どこか一箇所に保管されているというすっきりした世界が

理想的なのかもしれない。しかし，前回記事 20)でも書いた

ようにリポジトリというのは一極集中のシンプルな（それ

がゆえに危うい）世界のあり方に対するアンチテーゼなの

かもしれず，そうなれば分散する異版という問題は宿命な

のかもしれない。 
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